
目指せ 100％ ! ! 　住宅用火災警報器設置普及率
　　西入間広域消防組合消防署　☎ (295)0178

　消防署では、本年度から町内の６地区を試行的に住宅用火災警報器設置推進モデル地区に指定しました。こ
れは、消防機関と連携のもと、地域コミュニティが主体となって警報器を設置していない世帯への設置普及活
動を行うことを目的としています。モデル地区内には、住宅用火災警報器設置啓発などを推進するリーダーと
して推進員を委嘱し、設置の推進啓発および取
付支援などを依頼しています。消防署では、地
域に住む皆さんのご協力のもと地域の安心・安
全な町づくりを目指しています。推進員が訪問
した際には、皆さんのご協力をお願いします。
　また、モデル地区では右の表のとおり、地区
の皆さんのご理解とご協力により、設置率が向
上しています。今後も引き続き、住宅用火災警
報器の設置普及に、ご協力をお願いします。

住宅用火災警報器設置済シール作成しました
　今年度、新たに「住宅用火災警報器設置済みシール」を作成し、配布を開始しま
した。シールの目的は、シールを掲示してあることにより、万が一警報器が作動し
た場合に近所の人が警報器の警報音と判断し、速やかな発見・通報することを目的
としています。また、悪質な訪問販売の防止にも役立つと思われます。
　消防署では、個別調査を実施して、モデル地区から順次配布を行っています。モ
デル地区以外にお住まいで警報器が設置済みの世帯についてもシールを配布してい
ますので、お手数をお掛けしますが、消防署までご連絡をお願いします。

住宅用火災警報器
設置済みシール

住宅用火災警報器設置推進モデル地区設置普及率比較表（H24.7.26 モデル地区指定）

行政区 H24.4.1（指定前） H24.12.14（指定後） 向上率設置率（％） 設置率（％）
沢田 41.4％ 68.2％（80.4％）26.8％（39.0％）
毛呂山台 39.0％ 66.4％（68.6％）27.4％（29.6％）
第三団地 39.9％ 70.3％（73.1％）30.4％（33.2％）
日生団地 55.7％ 64.9％（65.9％）   9.2％（10.2％）
ゆずの木台 40.6％ 78.3％（80.7％）37.7％（40.1％）
双葉団地 46.3％ 87.1％（89.0％）40.8％（42.7％）

（　）内は共同住宅を含んだ普及率※モデル地区以外ですが、宿谷地区、権現堂地区の設置率は100％になりました。

受賞おめでとうございます
（埼玉県表彰）
埼玉県知事表彰
　～長年にわたり、地方自治の発展に尽力～
　　　　　　　粟

あわ

田
た

　秀彦さん（大類）

埼玉県統計協会会長表彰
　～長年にわたり、統計業務に尽力～
　　　　　　　野村 　かおるさん　（毛呂山台）

埼玉県地域安全功労者表彰
　㈳埼玉県防犯協会連合会会長、埼玉県警察本部長連盟表彰
　　　　　　　吉

よし

場
ば

　定
さだひこ

彦さん　（川角）

埼玉県スポーツ少年団表彰
　～長年にわたり、青少年健全育成に貢献～
　毛呂山柔道会　佐々木　政

まさ

次
じ

さん（ゆずの木台）

埼玉・教育ふれあい賞表彰
　～心豊かな子どもの育成に積極的に取り組んでいる～
　毛呂山町放課後子ども教室

文化ともしび賞
　～長年にわたり、地域文化の向上に貢献～
　毛呂山郷土史研究会

（国表彰）
秋の叙勲
　～長年にわたり、防衛行政の分野に貢献～
　瑞宝小綬章　　北原　彰

あきら

さん（双葉団地）

危険業務従事者叙勲
　～長年、危険な業務に携わり、
　　　　　　　　　　　防衛、警察の業務に貢献～
　瑞宝双光章　　野

の

神
がみ

　幸雄さん（下川原）
　瑞宝単光章　　眞

ま

坂
さか

　滿
みつ

榮
えい

さん（双葉団地）

高齢者叙勲
　～国家のために功労のあった88歳以上のかた～
　瑞宝双光章　　中澤　保

やす

二
じ

さん（日生団地）

全国スポーツ推進委員連合
スポーツ推進委員功労者表彰
　～長年にわたり、町のスポーツ振興に貢献～
　　　　　　　　関　清

きよたか

隆さん（大師二）

統計功労者表彰
　～長年にわたり、経済産業省所管の統計業務に尽力～
　経済産業大臣表彰　　足立　多

た え こ

惠子さん（前久保）

※今回掲載した受賞者は、平成24年７月１日から12月31日までの間に国、県などから表彰を受けた人で、町を通じて
申請手続きを行った人などを中心に掲載しています。
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税金
休日納税相談窓口　２月24日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
　・　　役場税務課納税係☎内線 193・194

毎月末の日曜日は納税相談
・納入窓口を開設しています

公共施設電話案内

休日納入窓口　２月24日（日）
　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通
　帳と銀行届出印が必要）、納入相談
　・　　役場高齢者支援課保険料係
　　　　☎内線１５８・１５９

　･････日　時　　　　･････場　所
　･････定　員　　　　･････対象者
　･････料金・費用
　･････申込み　　　　･････問い合わせ先
☎･････電話番号　　　･････ファクス番号
　･････電子メールアドレス
　･････ホームページアドレス

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

　電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　☎（２９５）２１１２
　　（２９５）０７７１

information

インフォメーションインフォメーション

■図書館　　　　　　　　　☎（295）1015
■中央公民館　　　　　　　☎（294）1250
■東公民館　　　　　　　　☎（295）2277
■歴史民俗資料館　　　　　☎（295）8282
■総合公園体育館　　　　　☎（294）7179
■ウィズもろやま（福祉会館）、社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　☎（295）3111
　　　　　　　　　　　　　　　（295）7258
■保健センター　　　　　　☎（294）5511

広告 広告２月中、店舗前道路工事の為、特別サービス中！

認定補聴器技能者のいるお店

（定価より）

て
い
て
も
届
出
が
な
い
と
、
拠
出

金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を
国

民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
、
今
後
の
国
民
健
康
保
険
税

の
税
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

１　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
（
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
）
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

２　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の

　

被
扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の

世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険

者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び

　

町
で
は
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
24
年
度
ま
た
は
平
成
25

年
度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
決

定
を
受
け
た
人
で
、
教
育
委
員

会
が
認
め
た
人

　

①
生
活
保
護
が
停
止
あ
る
い
は

　

廃
止
に
な
っ
た
人
、
②
児
童
扶

　

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

　

人
、
③
町
民
税
が
減
免
あ
る
い

　

は
非
課
税
に
な
っ
た
人
、
④
国

　

民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民
健

　

康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
人
、

⑤
こ
の
ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収

入
が
少
な
く
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
人
で
、
教
育
委
員
会
が
認

め
た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
。
た
だ
し
、

年
度
当
初
か
ら
の
認
定
に
つ
い

て
は
3
月
12
日
㈫
ま
で
。

　

・　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

　

課
に
あ
る
申
請
書
に
収
入
を
証

　

明
で
き
る
書
類
（
お
よ
び
②
～

　

④
に
つ
い
て
は
証
明
す
る
書
類

　

の
写
し
）
を
添
付
し
て
、
教
育

　

委
員
会
学
校
教
育
課
学
務
係
☎

内
線
５
３
１
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
、
町
で
は
「
毛
呂
山
町
地

域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
修
正
案
に
つ
い
て
皆
さ

ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
修
正
案
は
、
役
場
総

務
課
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（　

 http://
w

w
w

.tow
n.m

oroyam
a.sait

am
a.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係
☎

内
線
３
１
４

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
扶
養
家
族
は
、
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
し
ま
す
。
退
職
者
医

療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担
と

国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
制
度
に
該
当
し

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
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広告 広告

三
親
等
内
の
親
族
（
た
だ
し
、
年

間
収
入
が
一
定
基
準
額
を
超
え
る

人
は
被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
せ
ん
）

届
出
の
方
法

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
人
に
は
、
役

場
か
ら
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
☎

内
線
１
２
７
・
１
２
８　
　
　

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入

の
対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
支

給
対
象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

１　

平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意

　

加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

２　

昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意

　

加
入
の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者

　
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど

　

の
加
入
者
）
の
配
偶
者

　

い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初

診
日
（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
相
当
の

障
害
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
☎

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

日
中
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
（
午
前

10
時
～
午
後
３
時
）
の
混
雑
は
改

善
さ
れ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
混
雑
が
続
い
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
午
前
８
時
30
分
～

９
時
30
分
の
時
間
帯
や
午
後
３
時

以
降
の
比
較
的
待
ち
時
間
の
少
な

い
時
間
帯
に
来
訪
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
越
駅
前
に
は
電
話
予

約
に
よ
る
来
訪
相
談
専
用
の
「
街

角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
川
越

（
オ
フ
ィ
ス
）」
が
あ
り
ま
す
。
オ

フ
ィ
ス
で
は
年
金
事
務
所
と
同
様

の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

予
約
し
た
時
間
に
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
年
金
証
書
・

振
込
通
知
書
な
ど
の
再
発
行
業
務

な
ど
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
）。
相
談
は
完
全
予
約
制
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

川
越
年
金
事
務
所
（
川
越
市

脇
田
本
町
15
―
13
東
上
パ
ー
ル

ビ
ル
３
階
）
☎
２
４
２
―
２
６

　

５
７
、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
川
越
（
オ
フ
ィ
ス
）（
川

越
市
脇
田
本
町
16
―
23
川
越
駅

　

前
ビ
ル
８
階
）
☎
２
９
１
―
２

　

８
２
０

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
時
間
額
７
７
１
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０
４

　

８
―
６
０
０
―
６
２
０
５

■
報
告
が
必
要
な
動
物
（
１
頭
羽

か
ら
）

　

牛
、
水
牛
、
馬
、
豚
、
ミ
ニ
ブ

タ
、
い
の
し
し
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
鹿
、
鶏
、
う
ず
ら
、
あ
ひ
る
、

ア
イ
ガ
モ
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥（
犬
・
猫
・

ウ
サ
ギ
・
イ
ン
コ
な
ど
は
除
く
）

■
報
告
方
法

　

所
定
の
報
告
書
（
川
越
家
畜
保

　

健
衛
生
所
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.pref

　

.saitam
a.lg.jp/soshiki/

k28/

か
ら
入
手
）
に
記
入
し
、

川
越
家
畜
保
健
衛
生
所
に
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス

　
　

川
越
家
畜
保
健
衛
生
所
（
〒

　

３
５
０
―
０
８
３
７
川
越
市
石

　

田
１
５
２
）
☎
２
２
５
―
４
１

　

４
２
、 　

２
２
６
―
９
６
５
３

　

町
で
は
、
暴
力
団
排
除
を
推
進

す
る
た
め
、『
毛
呂
山
町
暴
力
団

排
除
条
例
』
を
制
定
し
、
平
成
25

年
１
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（　

http://w
w

w
.tow

n.m
oroyam

a.saitam
a.jp

）
ま
た
は
２
月
20

日
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

　

係
☎
内
線
２
１
３

　

12
月
20
日
発
行
の
「
体
協
だ
よ

り
」
の
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
平

成
24
年
度
体
育
賞
受
賞
者
の
「
山

内
一
樹
」
さ
ん
の
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
山
内

一
輝
4

4

」
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　
　

体
育
協
会
事
務
局
☎
２
９
４

　

―
７
１
０
１

2月19日（火）

お
詫
び
と
訂
正

『
毛
呂
山
町
暴
力
団
排
除
条

例
』
を
制
定
し
ま
し
た

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に

つ
い
て

川
越
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

意
識
し
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
？
最
低
賃
金

飼
育
動
物
の
頭
羽
数
の
報

告
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
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初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
　

３
月
２
日
㈯
午
前
８
時
30
分

～
受
付
、午
前
９
時
開
会
式（
小

雨
決
行
）
午
後
３
時
終
了
予
定

　
　

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

　
　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

・　
　

２
月
18
日
㈪
ま
で
に
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎

内
線
５
２
３
に
申
込
み

※
３
人
１
組
ま
た
は
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は
チ
ー

ム
戦
（
各
３
人
）
と
な
り
ま
す
。

個
人
で
の
申
込
者
は
、
個
人
申
込

者
同
士
で
チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
歴
史
を
『
新
毛
呂

山
町
史
』か
ら
解
き
明
か
し
ま
す
。

第
４
回　

明
治
期
の
毛
呂
山
の
文
化

　
　

２
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

内
野
勝ま
さ
ひ
ろ裕

さ
ん
（
毛
呂
山

　

町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
長
）

　
　

先
着
40
人

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

　

・　
　

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
２
９
５
ー
８

　

２
８
２
に
申
込
み

　
　

３
月
17
日
㈰
午
前
９
時
か
ら

　
　

総
合
公
園
体
育
館

内
容　

ほ
の
ぼ
の
と
楽
し
み
た
い

「
ほ
の
ぼ
の
ブ
ロ
ッ
ク
」、
ガ
ン

ガ
ン
勝
ち
進
み
た
い
「
熱
血
ブ

ロ
ッ
ク
」
各
８
チ
ー
ム
ず
つ

募
集
し
ま
す
。
登
録
人
数
は
、

１
チ
ー
ム
12
人
ま
で
登
録
可

（
コ
ー
ト
内
で
は
必
ず
女
子
３

人
、
男
子
３
人
で
構
成
）。
ま

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
背
番
号

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
男
女
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
色
が
違
っ
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
の

高
さ
／
２
メ
ー
ト
ル
24
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
ル
ー
ル
／
必
ず

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。
男

子
は
バ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
の
み

可
。
ジ
ャ
ン
プ
サ
ー
ブ
禁
止
。

参
加
資
格　

18
歳
以
上
で
町
内
在

住
、
在
勤
者
お
よ
び
職
場
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
人
や

家
族
、
友
だ
ち
と
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
で
い
る
人
な
ど

　

・　
　

２
月
１
日
㈮
ま
で
に
用

　

紙
に
①
参
加
ブ
ロ
ッ
ク
名
②
チ

　

ー
ム
名
③
代
表
者
氏
名
④
代
表

　

者
の
連
絡
先
⑤
参
加
選
手
名
⑥

　

年
齢
を
記
載
の
う
え
、
毛
呂
山

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
鎌
北
☎

　

２
９
４
―
６
７
５
４
ま
で

フ
ァ
ク
ス
に
て
申
込
み

　
　

３
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
５
時

　
　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

　
　

先
着
20
人

受
講
料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

　

・　
　

２
月
１
日
㈮
か
ら
28
日

　

㈭
ま
で
に
、
消
防
署
☎
２
９
５

　

ー
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

～
絆
き
ず
な

～
メ
ロ
デ
ィ
で
つ
な
が
れ

　

あ
い
あ
い
作
業
所
（
川
角
・
滝

ノ
入
）
の
第
10
回
わ
く
わ
く
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
会
場
全
体
が
一
体
と

な
っ
て
明
る
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

る
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

２
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分

～
正
午
（
午
前
10
時
開
場
）

　
　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

　
　

無
料

　
　

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
☎

２
９
５
ー
１
２
５
６

　
　

①
１
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
、
②
２
月
23
日
㈯
午
後
２

時
～
３
時

　
　

毛
呂
病
院
薫
風
園

内
容　

①
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
②
見
直
そ
う
わ

　

た
し
の
身
体

講
師　

①
毛
呂
山
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
②
毛
呂
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
作

業
療
法
士

　
　

介
護
に
興
味
の
あ
る
人
、
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
人　
　

※
参
加
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

・　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
薫
風
園
支
所
☎
２
７
６
ー
２

　

０
８
２

　
　

２
月
19
日
㈫
午
後
１
時
～
４

　

時
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

　
　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
、
市
町
村
職
員
（
事

務
系
）
に
よ
る
経
験
談
な
ど

　
　

１
０
０
０
人

　
　

無
料

　
　

２
月
１
日
㈮
か
ら
に
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
（　

http://w
w

w
.

　

hitozukuri.or.jp/navi/ev

　

ent/s-forum
.php

）
に
よ
る

事
前
申
込
み
（
先
着
順
）

　
　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン

　

タ
ー
市
町
村
職
員
担
当
☎
０
４

　

８
―
６
６
４
―
６
６
８
１

　
　

２
月
18
日
㈪
午
後
１
時
30
分

　

～
４
時
（
午
後
０
時
30
分
受
付

　

開
始
）

　
　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
　

平
成
26
年
３
月
大
学
（
院
）、

短
大
、
高
専
、
専
門
学
校
な
ど

卒
業
予
定
者

内
容　

企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る

企
業
説
明
会
な
ど

そ
の
他　

事
前
申
込
み
不
要
、
参

加
費
無
料
、
参
加
企
業
70
社
を

予
定
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照　

http://saitam
a-roudouk

　

yoku.jsite.m
hlw

.go.jp/

）

　
　

埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

『
ペ
タ
ン
ク
大
会
』

第
10
回
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト

家
族
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３

平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒

業
予
定
者
企
業
説
明
会

「
解
読
　
毛
呂
山
町
の
歴
史
」

参
加
者
募
集

「
第
１
回
混
合
６
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
開
催

上
級
救
命
講
習
会
の

お
知
ら
せ
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来年度から「広報もろやま」
　　　　　　　の発行日が変わります

　　役場秘書広報課広報広聴係
　☎（295）2112 内線 332

　平成25年度から、これまで毎月20日に発行していた「広
報もろやま」の発行日を毎月１日発行に変更することに
なりました。１日に発行することで、広報紙で皆さんに
お知らせする様ざまな情報が、よりスムーズにお伝えで
きると思います。
　発行日の変更に伴い、サークル活動などの会員募集や
お知らせなどの掲載依頼は、発行月の前々月の末日が締
切日となりますのでご注意ください。

　
　また、新年度最初の発行は、５月１日号からとなりま
すので、お間違いのないようお願いします。
　今度とも「広報もろやま」をご愛読くださいますよう
お願いします。

【例】　５月１日号に記事を掲載希望の場合は、３月31
　　日までに秘書広報課までお申し込みください。

職
種　

学
校
給
食
の
臨
時
職
員

勤
務
内
容　

①
配
送
助
手
兼
調
理

　

員
②
調
理
員

勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
目
白
台
４
―
３
―
４
）

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
日
時　

①
月
～
金
曜
日
午
前

　

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、

②
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45
分

～
午
後
３
時
30
分

採
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
～
９
月

賃
金　

時
給
８
０
０
円
～
８
５
０
円

　

・　
　

２
月
８
日
㈮
午
後
５
時

ま
で
に 

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
２
９

　

４
―
２
２
４
２
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
昔
の
遊
び

の
体
験
と
、
高
齢
者
と
子
ど
も
た

ち
の
交
流
事
業
と
し
て
『
ふ
れ
あ

い
中
央
公
民
館
』
を
、
３
月
２
日

㈯
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
マ
回
し
や
お
手
玉
、

折
り
紙
、
竹
馬
な
ど
の
昔
の
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
人
（
年
齢
な
ど

不
問
）
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
は
、
２
月
５
日
㈫
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

中
央
公
民
館
☎
２
９
４
―
１

　

２
５
０

勤
務
内
容　

児
童･

生
徒
の
登
下

校
時
の
立
り
っ
し
ょ
う哨

指
導

応
募
資
格　

町
内
に
在
住
し
、
交

通
安
全
に
熱
意
の
あ
る
20
歳
以

上
58
歳
以
下
の
健
康
な
人

勤
務
日
時　

授
業
の
あ
る
日
の
午

前
１
時
間･

午
後
１
時
間
30
分

※
学
校
行
事
に
よ
り
、
立
哨
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

賃
金　

時
給
１
５
０
０
円

採
用
予
定
日　

４
月
1
日

応
募
方
法　

２
月
12
日
㈫
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

生
活
環
境
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
☎
内
線
２
１
３

女
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

日
に
ち　

２
月
11
日
㈷

時
間　

▽
講
演
会
（
順
天
堂
大
学

　

サ
ッ
カ
ー
部
監
督
）
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
、
▽
実
技
指

導
（
順
天
堂
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

選
手
、
東
京
国
際
大
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
選
手
）
午
後
１
時

～
４
時
30
分

　
　

総
合
公
園
体
育
館
会
議
室
お

よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

講
演
会
80
人
、
実
技
指
導
２

　

５
０
人

　
　

無
料

　

・　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
毛
呂
山
文

　

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
☎　

２

　

９
５
―
２
３
９
６

　
　

２
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
午
後
０
時
30
分
受
付

開
始
）

　
　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

講
演　

新
沼
岳
志
さ
ん
（
岩
手
県

陸
前
高
田
市
観
光
ガ
イ
ド
部
会

会
長
）、
平
田
直
さ
ん
（
東
京

大
学
地
震
研
究
所
地
震
予
知
研

究
セ
ン
タ
ー
長
）
ほ
か

　
　

先
着
１
３
０
０
人

※
事
前
申
込
不
要

　
　

無
料

　
　

県
危
機
管
理
課
☎
０
４
８
―

８
３
０
―
８
１
４
１

　

ク
☎
０
４
８
―
６
５
０
―
２
２

　

３
４

　
　

２
月
25
日
㈪
午
後
１
時
～
４

　

時（
午
後
０
時
10
分
受
付
開
始
）

　
　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
　

①
大
学
等
卒
業
予
定
者
／
平

成
25
年
３
月
大
学（
院
）、短
大
、

高
専
、
専
門
学
校
な
ど
卒
業
予

定
者
（
既
卒
３
年
以
内
の
人
も

可
）、
②
福
祉
の
仕
事
就
職
面

接
会
／
福
祉
・
医
療
系
事
業
所

へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人

（
新
卒
者
も
可
）

内
容　

企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る

面
接
な
ど
（
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

※
参
加
企
業
な
ど
の
情
報
は
埼
玉

労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（ 　

http://saitam
a-roudoukyoku.jsite.m

hlw
.

go.jp/

）

　
　

①
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
☎
０
４
８
―
６
５
０
―
２

　

２
３
４
、
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

　

宮
☎
０
４
８
―
６
６
７
―
８
６

　

０
９

　

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
目
指

し
て
、
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
少
年
少

合
同
就
職
面
接
会

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

毛
呂
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

『
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
』
を
募
集
し
ま
す

「
昔
の
遊
び
」
を
教
え
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
６

時
（
要
予
約
）

　
　

住
ま
い
相
談
プ
ラ
ザ
（
Ｊ
Ｒ

大
宮
駅
内
）

　
　

無
料

相
談
お
よ
び
予
約
電
話
番
号　

☎

　

０
４
８
―
６
５
８
―
３
０
１
７

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（　

 http://
w

w
w

.saijk.or.jp/

）

　
　

埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
住
ま

い
相
談
プ
ラ
ザ
☎
０
４
８
―
６

５
８
―
３
０
１
７

　　
　

２
月
24
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
４
時

　
　

①
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８

　

階
、
②
埼
玉
司
法
書
士
会
熊
谷

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
③
埼
玉

　

司
法
書
士
会
越
谷
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
、
④
埼
玉
司
法
書
士
会

所
沢
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
方
法　

①
面
接
相
談
（
１
組

30
分
ま
で
）
／
２
月
22
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
埼
玉
司
法
書
士

会
ま
で
申
込
み
（
要
予
約
）、

②
電
話
相
談
／
☎
０
４
８
―
８

７
２
―
８
０
５
５（
予
約
不
要
、

当
日
の
み
通
話
可
）

　
　

無
料

　
　

埼
玉
司
法
書
士
会
☎
０
４
８

―
８
６
３
―
７
８
６
１

　
　

２
月
23
日
㈯
午
前
11
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分

内
容　

か
わ
じ
ま
呉
汁
作
り
体

験
、
い
ち
ご
狩
り
体
験
・
試
食

※
移
動
は
行
政
バ
ス
を
使
用

　
　

結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
未
婚
の

人
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。
川
島

町
民
優
先
。
年
齢
調
整
あ
り
。

　
　

男
性
15
人
、
女
性
15
人

　
　

２
５
０
０
円
（
昼
食
代
、
い

ち
ご
狩
り
体
験
代
）

　

・　
　

２
月
12
日
㈫
ま
で
に
所

定
の
用
紙
を
川
島
町
役
場
農
政

産
業
課
（
〒
３
５
０
ー
０
１
９

２
比
企
郡
川
島
町
大
字
平
沼
１

１
７
５
番
地
）
☎
２
９
９
―
１

７
６
０
に
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
（　

nousei@
tow

n.

kaw
ajim

a.saitam
a.jp

）
で

申
込
み
。
な
お
申
込
用
紙
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ 　

http:

　

//w
w

w
.tow

n.kaw
ajim

a.
saitam

a.jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

　

梅
の
花
が
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
よ
か

な
梅
の
香
り
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

期
間　

２
月
16
日
㈯
～
３
月
20
日

㈷
開
園
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

入
園
料　

２
０
０
円（
中
学
生
以
上
）

駐
車
料　

普
通
車
４
０
０
円
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
８
０
０
円
、
大
型

バ
ス
１
２
０
０
円　

　
　

越
生
町
観
光
協
会
（
越
生
町

役
場
産
業
観
光

課
内
）
☎
２
９

２
―
３
１
２
１

内
線
１
４
６

　

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の
「
高

校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
次
の
と
お
り
毛
呂
山
町

の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

川
越
税
務
署
長
賞
佳
作

　
　
「
私
た
ち
が
身
近
に
感
じ
る
消
費
税
」　

田
中　

花み
ち

香か

さ
ん
（
２
年
）

飯
能
県
税
事
務
所
長
賞

　
　
「
大
切
な
税
金
に
助
け
ら
れ
て
」　　
　

佐さ

島じ
ま　

朱あ
か

音ね

さ
ん
（
２
年
）

毛
呂
山
町
長
賞

　
　
「
動
物
税
に
つ
い
て
」　　
　
　
　
　
　

竹
井　

雅み
や
び
き林

さ
ん
（
２
年
）

毛
呂
山
町
教
育
長
賞

　
　
「
た
ば
こ
の
増
税
」　　
　
　
　

  　

 　

古こ

が賀　

美み

行ゆ
き

さ
ん
（
２
年
）

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
佳
作

　
　
「
子
ど
も
医
療
費
補
助
に
つ
い
て
」　　

村む
ら
ま
つ松　

佑ゆ
う

規き

さ
ん
（
１
年
）

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

　
　
「
広
が
る
、
私
た
ち
の
未
来
」　　
　
　

小お

の野
塚づ

か　

茜
あ
か
ね

さ
ん
（
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
全
て
埼
玉
平
成
高
校
生
徒
の
作
品
で
す
。

税
に
関
す
る
作
文
の
入
選
作
品

　

第
19
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
12
月
16
日
桶
川

市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
、
応
募
者
１
万
１
８
８
１
人
、
応
募

句
数
２
万
６
３
８
句
の
な
か
か
ら
、
町
内
小
学
生
の
作
品
が
入
選
し
ま

し
た
。

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞  　

　
　
「
せ
が
の
び
て　

や
っ
と
お
み
こ
し　

か
つ
げ
た
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
角
小
学
校
２
年
生　
　

堀ほ
っ

田た　

快か
い

都と

く
ん

朝
日
新
聞
さ
い
た
ま
総
局
長
賞

　
　
「
フ
カ
フ
カ
の　

せ
ん
た
く
も
の
は　

夏
の
に
お
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
角
小
学
校
５
年
生　
　

杉
本　

祐ゆ
う

輝き

く
ん

県
俳
句
連
盟
会
長
賞

　
　
「
や
り
投
げ
を　

ま
ね
て
よ
く
と
ぶ　

す
す
き
の
ほ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
３
年
生　

熱あ
つ

田た　

晴は
る

哉や

く
ん

　
　
「
父
の
日
を　

気
づ
い
た
人
は　

父
だ
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
野
小
学
校
６
年
生　
　

山
根　

拓
也
く
ん

第
19
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

 

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

▽
車
イ
ス
１
台

　

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
宅
地

　

建
物
取
引
業
協
会
彩
西
支
部  

様

▽
10
万
円

　

武
蔵
野
瓦
斯
株
式
会
社 　
　

 

様

越
生
梅
林
梅
ま
つ
り

埼
玉
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

専
門
相
談
窓
口
の
ご
案
内

川
島
町
婚
活
事
業

田
舎
に
ぞ
っ
婚
　
か
わ
じ
ま
コ
ン
２

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

～
い
ま
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
～
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東松
山市
高坂

ピオニウォーク東松山 近日 展示場OPEN!!

広告

22

広告

後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ

平成24年中の収入の申告をお願いします
　　　　　　　　　問合せ　申告について　　役場税務課町民税課税係　☎（295）2112 内線 195・196
　　　　　　　　　　　　　保険料について　役場高齢者支援課保険料係☎（295）2112 内線 158・159

　地震があったときに被害にあいやすい家とはどのようなものでしょうか。財団法人日本建築防災協会が作成
した「誰でもできるわが家の耐震診断」（　http://www.kenchiku-bosai.or.jp/）というものがあります。こ
れを使えば、どなたでもご自宅について耐震診断をすることができますので、今回はこの内容についてご案内
します。
　設問は、①建築した時期、②過去に受けた災害の有無、③増築の有無、
④老朽化の程度、⑤平面形状は四角形に近いか、⑥幅４メートル以上の吹
き抜けはないか、⑦２階の壁の下に１階の壁は入っているか、⑧壁の配置
はバランスが取れているか、⑨屋根の重さに比べて１階の壁量は十分か、
⑩基礎は鉄筋コンクリートか、の10項目で、それぞれについて評点を付
けます。点数によってひとまず安心か心配か判断することができます。
　ご自宅の耐震性に不安のある人は、ぜひ一度お試しください。

地震に強い家づくり　　「誰でもできるわが家の耐震診断」

　　役場まちづくり整備課開発建築係☎（295）2112 内線 144・145

　後期高齢者医療保険料の算定には、被保険者および
被保険者の属する世帯の世帯主の所得の申告が必要で
す。なお、保険給付については同一世帯で判定するた
め、学生や家族の扶養に入っている人、収入の全くな
い人も、収入所得の申告が毎年必要になります。
　申告のない場合は、後期高齢者医療保険料額が正し
く算定されず、軽減措置が受けられなかったり、高額
療養費などが正しく給付されなかったりする場合があ
りますので必ず申告をしてください。なお、申告方法
については、この広報５ページを参照してください。

◆保険料額の軽減措置について
　一定基準以下の収入の人については、保険料の負担
を減らすために保険料額の軽減措置を行っています。
被保険者および世帯主の総所得金額を算定基礎に自動
判定しますので、軽減に対しての申請は不要です。

◆保険給付について
　医療費には１か月の自己負担限度額が設けられて
います。限度額を超えた場合には、超えた分が高額
療養費として支給されます。また、入院した際には
食事代などを支払いますが、住民税非課税世帯の人
は申請することにより支払額が減額されます。
◆保険料の社会保険料控除について
　後期高齢者医療保険料の納付額は、所得税・住民
税ともに社会保険料控除の対象になります。保険料
が年金から差し引かれている場合は、差し引かれて
いる人の控除の対象となります。
　納入通知書や口座振替で納めた場合は、被保険者
本人以外の人の控除の対象とすることができます。
◆納付済証明書について
　納付済証明書は送付しませんので、申告の際には、
お手数でもご自身で領収書の領収日と金額を確認し
て申告してください。
　なお、納付額は、お電話でのお問い合わせのほか、
来庁いただければ納付額確認書を発行します。

申告の必要がない人
・確定申告、住民税申告をした本人
・給与以外の収入がなく、勤務先が町に報告してい
　る人
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演
歌
、
ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
を
唄
い

ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し
て
ま
す
。

　

／
２
月
10
日
㈰
午
前
９
時
30
分

開
演　
　

／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

（
福
祉
会
館
）　　

／
☎
２
９
４
―

４
８
８
１
影
山

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
楽
し

く
運
動
し
ま
せ
ん
か
！

　

／
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午
後

１
時
～
３
時
（
部
屋
が
と
れ
た
場

合
、
第
１
・
３
火
曜
日
も
実
施

し
ま
す
）　　

／
中
央
公
民
館
講

堂　

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円

（
入
会
金
５
０
０
円
）　

持
ち
物
／

シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス
タ
オ
ル　
　

／

☎
２
９
４
―
０
７
０
１
飯
野

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
こ
そ

パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
の
人
で
も
、
気
楽
に

学
べ
ま
す
。

　

／
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
後

１
時
～
３
時
30
分　
　

／
東
公
民

館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円

（
入
会
金
５
０
０
円
）　

講
師
／
佐

藤
涼
子
さ
ん　
　

／
☎
２
９
５
―

１
２
７
１
田
中
ま
た
は
☎
２
９
５

―
５
０
５
０
中
村

　

お
仕
事
や
趣
味
の
パ
ソ
コ
ン
に

困
っ
た
ら
…
。
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
、
写
真
ネ
ッ
ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る

事
に
対
応
し
ま
す
。
初
心
者
で
も

歓
迎
し
ま
す
。

　

／
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
午
後

５
時
30
分
～
７
時
30
分　
　

／
東

公
民
館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０

円
（
入
会
金
な
し
）　

持
ち
物
／

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　
　

／
☎
０
９

０
―
３
１
３
１
―
８
２
０
８
ま
た

は
☎
０
９
０
―
２
４
０
９
―
６
８

７
４
（
午
後
６
時
過
ぎ
）

　

体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
企
画
し
ま

し
た
の
で
、
親
子
で
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
数
把

握
・
調
整
の
た
め
、
事
前
の
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

／
２
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬
午
前

９
時
30
分
か
ら　
　

／
中
央
公
民

館
視
聴
覚
室　
　

／
平
成
21
年
４

月
～
平
成
24
年
３
月
生
ま
れ
の
幼

児
と
保
護
者　
　

／
１
０
０
円　

　

／
☎
２
９
５
―
８
３
０
７
宮
寺

　

私
た
ち
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

音
楽
に
あ
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す

こ
と
を
、
世
界
の
国
々
の
リ
ズ
ム

で
踊
る
こ
と
を
…
。
あ
な
た
も
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。
一
度
見
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

ま
す
。

　

／
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
３

時　
　

／
中
央
公
民
館　

会
費
／

月
額
１
０
０
０
円（
入
会
金
な
し
）

講
師
／
吉
田
恭
子
さ
ん　
　

／
☎

２
９
５
―
０
３
５
７
田
中

　

／
２
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
正
午　
　

／
城
西
大
学
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ　

内
容
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基

本
講
習
ほ
か　

講
師
／
平
塚
潤
さ

ん
（
経
営
学
部
准
教
授
）　　

／

大
学
近
隣
市
町
村
の
中
・
高
齢
者

持
ち
物
／
屋
外
・
屋
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物

な
ど　
　

／
無
料　
　

・　

／
城

西
健
康
市
民
大
学
☎
２
７
１
―
７

７
１
３
、 　

２
７
１
―
８
０
２
８

　

太
極
拳
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

応
じ
て
筋
力
・
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン

ス
能
力
を
高
め
ら
れ
ま
す
。
現
在

40
代
～
80
代
の
会
員
で
無
理
な
く

身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
２
月

23
日
㈯
に
行
わ
れ
る
「
東
公
民
館

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
に
お
い
て
無

料
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【
通
常
活
動
】　　

／
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
～
正
午　
　

／
東
公
民

館　

会
費
／
２
０
０
０
円
（
入
会

金
な
し
）　

持
ち
物
／
運
動
靴　

　

／
☎
２
９
４
―
５
２
８
２
中
村

　

／
２
月
23
日
㈯
午
後
２
時
～
３

時
30
分　
　

／
坂
戸
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル　

演
題
／
「
噛
ん
で
」

「
唄
っ
て
」「
笑
っ
て
」「
若
返
り
」

講
師
／
河
原
英
雄
さ
ん　
　

／
無

料
（
申
込
み
不
要
）　　

／
明
海

大
学
歯
学
部
庶
務
課
☎
２
７
９
―

２
７
０
７

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
神

愛
ホ
ー
ム
の
施
設
と
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

／
２
月
17
日
㈰
午
後
１
時
～
３

時
30
分　
　

／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

（
福
祉
会
館
）　

共
催
／
神
愛
ホ
ー

ム
後
援
会　
　

／
児
童
養
護
施
設

神
愛
ホ
ー
ム
☎
２
９
４
―
０
０
４

０
　

音
楽
を
通
じ
て
障
害
を
持
つ
人

も
持
た
な
い
人
も
互
い
に
理
解
し

合
い
、
街
の
こ
と
暮
ら
し
の
こ
と

を
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
各

団
体
の
ス
テ
ー
ジ
、
ゲ
ス
ト
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
「
手
づ
く
り
合
唱
団
」
な

ど
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。

　

／
２
月
10
日
㈰
午
後
０
時
30
分

開
場
、
午
後
１
時
開
演　
　

／
東

松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　
　

／

無
料　
　

／
吉
見
町
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
内
☎
０
４
９

３
―
５
４
―
８
６
５
１
重
田

２月は

省エネルギー月間
　　　　　　　  です！

関東電気保安協会
http://www.kdh.or.jp/

『
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
』
会
員
募
集

第
29
回
み
ん
な
仲
間
だ

手
づ
く
り
音
楽
会

第
21
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

明
海
大
学
歯
学
部

「
公
開
講
座
」

『
川
角
太
極
拳
ク
ラ
ブ
』
無

料
体
験
教
室
・
会
員
募
集

城
西
健
康
市
民
大
学

「
無
料
体
験
入
学
」

『
毛
呂
山
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
』
会
員
募
集

『
パ
ソ
コ
ン
の
会
つ
く
し
』

会
員
募
集

『
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
か
ん
が

る
ー
』
メ
ン
バ
ー
募
集

『
第
１
回
13
サ
ー
ク
ル
合
同

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
』

『
パ
ソ
コ
ン
教
室
Ｐ
Ｃ
エ
ン

ジ
ェ
ル
』
会
員
募
集
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広告 広告

2 月の休館日 　2日　3日　9日10日11日
16日17日23日24日

ペ タ ン ク 18日
声 を 出 す 会 　6日20日
謡 寿 会 19日26日
民 踊 同 好 会 　4日25日

俳 句 の 会 　8日22日【季語　立春（りっし
ゅん）、菠薐草（ほうれんそう）】

囲碁・将棋の会 　1日　6日　8日13日15日
20日22日27日

お 茶 の 会 　1日15日
茜会（お花）25日
ダンス同好会 　1日15日
ぎんれい会 ( 大正琴 ) 　1日15日

三味線・民謡の会 　7日21日
手 芸 の 会 27日

カラオケ同好会 　4日18日
（厚年カラオケ）22日

吟 友 会 13日27日
書 道 の 会 27日
舞 わ か ば 会 13日27日
FD カ ト レ ア 22日
健 康 体 操 18日
楓 会 　8日
押 し 花 の 会 　4日
桜 扇 の 会 25日
Ｐ Ｃ ク ラ ブ 　4日18日
光 華 の 会 20日

山根荘趣味の会等定例行事

山根荘バザーを２月12日～14日に開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。
※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。
　　老人福祉センター山根荘☎（294）5545

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・学習机(イス付)(中古・無料)・ダイニングテーブル(イ
ス 6 つ付 )（中古・無料）・ダイニングテーブル (2 人用 )

（中古・無料）・シングルベッド（中古・無料）・スノーボー
ド（中古・無料）・学習机（中古・無料）・タイヤラック（無
料）・ひな人形 5 段一式（中古・無料）・家庭用岩盤浴（中
古・有料）

●ゆずってほしい品物
・毛布（相談）・地球儀（無料）・衣類乾燥機（無
料）・DANLOP 製スノータイヤ、スチールホイー
ル４本付（相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気
軽にお申し込みください。また、交渉が
成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

　・　　役場産業振興課商工観光係
　　　　☎内線 175

 東日本大震災関連情報掲示板

毛呂山の水道水は安全です
　12月27日、金塚浄水場において、放射線量測定を行いました。
その結果、放射性ヨウ素、放射性セシウムともに不検出となり
ましたのでお知らせします。
　　役場水道課☎内線 165

保育園給食の放射性物質検査について
　町立保育園の給食について、12月の検査では、放射性ヨウ素、
放射性セシウムともに検出されませんでした。
※検出されなかったとは、検査機器で測定できる定量下限値

「10ベクレル」未満であることを示しています。
　　役場子ども課☎内線 137・138

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます
　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気持ちをお
寄せいただきまして、ありがとうございます。
　12月28日現在、義援金額8,248,964円のご協力をいたいてお
ります。引き続き皆さまのご協力をお願いします。
　　日本赤十字社埼玉県支部毛呂山町分区（役場福祉課地
　域福祉係内）☎内線 111・112

学校給食の放射性物質検査について
　学校給食について、12月の検査では、放射性ヨウ素、放射
性セシウムともに検出されませんでした。
※検出されなかったとは、検査機器で測定できる定量下限値

「10ベクレル」未満であることを示しています。
　　学校給食センター☎（294）2242

第10回東公民館　ふれあい文化祭
　　東公民館　☎（295）2277

　東公民館の定期利用団体などが、一年間の
学習成果を発表します。この文化祭は、定期
利用団体の皆さんが企画・運営する、心のこ
もった文化祭です。ぜひ、ご覧ください。
日　時　２月23日㈯
　　　　午前９時30分～午後４時
　　　　２月24日㈰
　　　　午前９時30分～午後３時30分
場　所　東公民館
内　容
　【作品展示】絵画、書道、工芸、写真、パソ

コン、ビデオなど
　【舞台部門】楽器演奏、舞踊、民謡、太極拳、

カラオケ、ダンス、ヒップホッ
プなど

　【体験教室】社交ダンス、書道、太極拳、指
圧、囲碁・将棋、折り紙など

　【模　擬　店】とん汁、だんごなど
　【出　　店】喫茶「ゆず」、リプラもったい

ない工房
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